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震災による心の傷つきとそのケア

京都大学教育学研究科教授桑原知子

京都大学教育学碗究科の心理臨床学講座に所属しております桑原と申します。専門は臨床心理

学ですので、そういった観点、から今回の震災に関係した心の傷つきということ、心のケアという

こと、それから三番目にはその状況の中で今、どのようなことができるか、そして何をすべきか

ということに関して一言ご提言申しあげたいというふうに思っております。

まず、 1 .震災によるgむの傷つきですけれども、大きく分けまして三種類のストレスがあると

言われております。一点目は災害そのものによるストレス反応。これをトラウマ度応と申します。

は災害によって大切な人や物、場所、思い出等を失ったことによるストレス。それを喪失

と申します。大切な人をなくしたということだけではなくて、自分の大切な家であったり、

景色であったり、そういうものを失うことも喪失反応でございます。三番目は被災後の日常生活

の変化、不自由な生活、将来への不安等が継続することによるストレス。これを自

トレス反応と申しますが、こういった3つのストレス、一つだけでもすごく大変なストレスでご

ざいますけれども、こういうものがいっぺんにやって来て、それに耐えていかなければならない

というのが、被災者の現状だろうと思います。

まず一番目の 1) トラウマ寂蕗ですけれども、こういったことが起こるというのがにの表に)

まとめでございます。 Aは、 思い出したくないのに嫌なことを思い出すとか、恐い夢を

みて日が覚めるといったことをいくら頑張って止めようとしても止めることができません。悪夢

にうなされるいったことが繰り返されます。 Bの過覚醒というのは、体験に関する感覚にとても

敏感で、あると書いていますが、これはじっとしていても、いつも何か自舷がしているような、ど

こか揺れているような感覚になったりします。それは実際、本当に震度lの微弱な地震が起こっ

ている場合にもそれを感じてしまったりといったような、そういった状況になることがございま

す。それからニュースも恐いし、いろんなことに感覚が研ぎすまされてしまうような状況になり

ます。一方で、全く逆に、麻棒、あるいは解離、間避といったことを人間の心tif示唆す。それは

ですね、例えばその時のことを思い出さなくなるとか、ぼうっとして何も手につかないとか、知

らず知らずのうちに災害に関わることを避けていて、どこかたいへん明るい振りをされたりする

ような状況になることもございます。

トラウマ反応の特徴は、 る ミていますけれども、コントロールでき

ないフラッシュパック(フラッシュパックというのはそのときの状況が蘇ってくるとし寸状況で

すけれども)そういうこと。あるいは、自分がそういうことになっているということをご自分自
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身で気がついておられないことがございます。

それから、 Bのところが、これがとても重要なことなのですけれども、 トラウマとなる嬰毘は

人によって、状況によって異なっております。それから反応の麓類も大きさも人によって議々に

っています。つまり同じように地震を体験し、あるいはすぐ傍にいたからといって、同じト

ラウマ反応を起こすわけで、はございませんで、人によって様々な反応の遣いがあるというのが特

徴です。

Cの子どものトラウマ反応なのですけれども、年齢によって少し表現の仕方が遣います。まず、

幼児期から少年期前期にかけて、小さいお子さんの場合には退行と書いていますが、年齢の発達

段階の前の段階に戻る。私が神戸の震災の時にお会いしました例では、小学校G年生ぐらいになっ

ておむつをするようになったという例がございました。つまり発達の前の段階に戻るということ

が出てきます。それから、少年期中期から思春期前期にかけまして今度は行動化。とても高揚し

ではしゃぎまわるとか、イライラして人やものにあたるといった表現をすることが多くございま

す。一見、とても元気なので、ああこの子は元気ですねとか、報道機関等も「今元気に遊んでい

る子どもたちJと報道されることがございますけれども、見ていて少し気遣われる場合もござい

ます。それから思春期以降になりますと、成人と同様に、持うっとか身体化等を起こすといわれ

ています。

ここも大事なところなのですが、トラウマ反応というものは、 しま

ごくノーマんな反応です。決してこれが異常ではございません。むしろ、それが全く出てこない

方がJむ艶なのです。ここのところ見逃しがちでして、元気にしているとか、大丈夫そうだという

方の方を見過ごしてしまわれることが多く、逆にそういった症状を出しておられる、例えば先ほ

どのおむつをするような子どもさんの場合にも、お母さんが非常に心配して連れてこられたんで、

すけれども、実際にはそういう方のほうが回復力が早いと言うことがいえます。子どもさんの場

合には全く出てこない場合も多くて、たとえば赤ちゃんとか、ごく幼少期にそういうことを体験

していますと、その時には何も感じていないように見える。ところが、 1 0年後、 1 5年後、先

ほどの放射線のお話のように、同様に心にも何らかの影響がやっぱりあるだろうと思うのですけ

れども、その時、表現できなかった子どもさんの方がむしろ後になって出てくる可能性も高い場

合がございます。ただし、全てではございませんので過剰に気にする必要もありませんが。 そ

うt'¥う意味で、こういったトラウマ反応の表現というのは、非常に細やかに見ていく必要がある

ものです。

今、言いましたようにトラウマ反応そのものはごくノーマルな反応ですけれども、そのトラウ

マ反応がさらなるストレスを生むことがござしミまして、そうt'¥った悪循環が固定されることがあ

ります。そうしますと(この言葉は開カ亙れたことがあるかもしれませんが)外傷性ストレ

ス障害と言われる状態になります。これは時害ですので治療やカウンセリングを必要とすること

になります。しかしこの区別は非常に難しいところがございまして、どれ位の期間続けばとか、
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ありますけれども、今の段階ではまだよくわかりません。これから先ですね、非常にこういった

方々が出てくる可能性があるということです。

二番目のお喪失震応ですけれども、喪失反応と言いますのは身近な方、あるいは大切な方を

失われた場合に起こることです。あるいはご自分が癌と宣告された時にも起こります。つまり、

今までの自分を失われたりする時に起こる反応ですが、この持は、よく似たプロセスを辿ると言

われております。まずは苔認。そんな筈はないとか。その次は怒り。怒りですけれども他者に対

する怒りとして出る場合には、それは攻撃として出ますが、自己に対する怒り、つまり外側に向

いている怒りが、内側に向かう時には畠賓というかたちになって出ますO そもそもは怒りなので

すけれども、何故私だけが生き残ってしまったのか、私など意味もない人間だというように思わ

れる。そういった表現で、怒りを表現されている場合もございます。

それから絶望。それからその後に、いわゆる「喪の仕事jと呼ばれることをします。モーニン

グワークというように申します。失ってしまったものは二度と戻ってこないのですけれども、人

間にはイメージとして心の中にキープする能力がございます。例えば、ごく小さな赤ちゃんは、

お母さんが自の前から屈なくなりますと不安で、泣きますけれども、その後、お母さんが屈なくなっ

ても大丈夫になります。それはお母さんのイメージを心の中にイメージ化して温存することがで

きるようになるのです。同様に、礎かに亡くなってはしまったけれども、心の中に生かす。そう

し寸作業をすることによって受け入れということになりますが、これはそう単純ではございませ

ん。一旦受け入れたかなと思っても急に逆戻りをすることもございますし、そう簡単にできるこ

とではございません。この反応も長期に持続する場合はと書いてございますけれども、どうして

も受け入れられない、納得できないという場合には専門家の動けを鑑り容がらこういっ

していくということになります。

__  /1'-日のお継続するストレス震応ですけれども、これは日常的なストレスで¥日常生活の変化、

避難所の生活とか家族環境が大きく変わることがございますし、経済状態も激変いたしますので、

そういったことからくるストレスがございます。それから災害に対する誹誘、中傷、風評被害、

それから過剰な報道活動、実は今日も報道関係の方がいらしていますが、子どもさん達も次々と

報道の関係者が行って、そういったことがストレスになるといったこともございます。それから、

どういう出方をするかというと、体調不良で気力がないとか、イライラして入や物に当たるとか、

お酒の量が増えるといった方もございますので、こういったことは十分によく観察してケアをし

ていく必要がございます。

今まで申しましたことがストレス反応の犠相なんで、すけれども、「心象風景」と書いてござい

ますが、先ほどのご発表の中でいくつか写真が出てきました。たぶん写真が出るだろうと思って

今回は持ってきませんでしたけれども、景色の風景ですね、瓦磯があるとか、とんでもないとこ

ろに船があったり、パスがあったりするような写真をご覧になったと思いますが、あれが「心の様J

であるとご理解いただければと思います。心の様相というのは、ちょうど風景と同様です。です
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ので、亀裂が入った建物や瓦磯が散乱している状態というのが、まさに心がそういった状態にあ

る。したがいまして、それが片付いていくというのは、心も自然とその状態において少し片付き

始めているというふうに理解をすることができます。

それから「表現の多掛金j と~)うように書いていますが、これもとても重要なことなのですが、

悩みとか苦しみというのは比較することはできません。例えば、そんなに被害を受けてないだろ

うという方が、非常に辛い思いをされていたり、反応を示されることがございます。そういう方

に対してとても冷たい日で見ることがございます。たとえば、「もっとひどい被害を受けた入が

いるのに、あなたには家があるじゃないかjというふうに言われることがございますが、悩みと

か辛さというものは、決して比較できる物ではなく主観的なものなので、したがいましてそういっ

してはいけ怠いということが、とても重要だというように私は考えております。

それから「麗召顕後jというのは、人間が持っている力でございまして、それでですね、病む

こととか、悩むことは正常な反応です。このことをともかくよくないこととして、なんとか除去

せねばならないという発想だけではだめで、(もちろん先ほど申しましたように長期化する場合

にはそうした治療の手が差し伸べられなければなりませんが、)心に関しましてはご自分自

持つ力を最大限活用し、サポートして~)く姿勢がとても

それから「顕神大震災との遣いjというのが、今回少しあるように思います。一つは、

ミていますが、先ほど心象風景という話をしましたが、阪神大震災のときには家が崩れ

たり、亀裂が入ったりということが非常に多くございました。つまり心にも亀裂が入ったり崩れ

たりしたということなのですが、今回をみますと、津波が全部さらっていって、残っているのは

土台だけというところがよく見られます。つまり、心にも同じような状況が起こっている。この

ことから言いますと、心の基底部分、後の方で申し上げますけれども、人間の心にとってごく

本的なことがら、それはすなわち私は生と死だと思いますけれども、そういうところに直接触れ

ている。そう~)う話題にあたっていかねばならないというのが、今回の特徴かというふうに思い

ます。 二つ自の地域性なんで、すが、これは地域によって人の心というのは様々に異なってお

りまして、特に東北の方は我慢強いとよくいわれますけれども、あまり、しんどいということを

言葉に出されません。そのことは先ほど申しましたように、少し難しい面もございまして、なか

なか表現をされませんので細やかなケアが必要です。あるいは、移動するということに関しでも

とても抵抗を示されることが多いように思います。

それから「原発事故jというのも、これもまた大変なことで、先ほどの津波のこととも遣いま

して、また違ったストレスがあるというように思います。これは身体的不安、自に見えない放射

線という身体的不安を伴うこと。それから地震はまた来るかもしれないという不安はございます

が、一応おさまったというのと、ず、っと継続しているというこの鑑続的な不安というのも様相が

異なってきます。安心と安全が薄られないということ。つまり、大丈夫で、はなかったということ

が、絶えず、人の心を不安にさせます。それから「水の災いと火の災~)Jというように、津波とい
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うのは大きく水と考えられますが、火の災い。火というのは人間が文明化するために後から

入れたものだというように思います。つまり、人間が自然に対して対抗しようとしたものだと思

うのですけれども、それがコントロールでさずにやられている状況というのは、非常に難しいこ

とで、人災である観菌がございます。これは人災と天災、どちらが良いとか悪いとかは言えませ

ん。やはり少し様相が違うストレスが関わっているというふうに思われます。

それから、原発と心というのは似ているところがあるなあと思われるのですが、それは、目に

見えないということです。さわれない。出て来るのは結果のみですね。結果とかそういったもの

でしか推し量れないというところがとても似ているなと思います。ただ、心は自ら回復する能力

は持っていますが、原発は自ら治りません。そのために人間があらゆる予を尽くしてケアをしな

t ~といけないというのが、また原発の状況であろうかと思います。

以上、今回の震災によって、心の世界では非常に根源的な大きなことが起こっていると考えら

れまして、下に3つ挙げましたが「昌明性の喪失jといいますのは、私たちはたぶん、これが当

たり前だろうと思う「自明な」世界に生きております。統合失調症と言われる人たちの病理とい

うのは、この自明性が喪失しているといわれていますけれども、そういった世界と共通した恐怖

体験というものを昧あわされているというのが現状です。

日は f基本的信頼感髄即刻ですが、これは、アイデンティティということを言いま

したエリクソンが申しました言葉です。私たち人間は、未来が見えない。一瞬先が見えないにも

かかわらずのうのうと暮らしております。ここにいる皆様方も一瞬先に大地震がくるかもしれな

いんですけれども、ちんまりとお座りになっておられますのは基本的信頼感があるからです。

本的信頼感、とはどういうことかと t~ うと、「まず大丈夫だろう j という感覚です。これは、お母

さんと子どもとの関わりの中で、ごく幼少期に形成されるものでして、赤ちゃんが泣いたり、不

満を言いますとお母さんがすぐ飛んで、こられて、おっぱいをあげたり、おむつを替えたりされま

すので、赤ちゃんは何となく大丈夫かなと、この世は大丈夫かなと思うようになるのではないか

と思ぜす。私はそれを「良t~魔法使t ~理論」と古っているのですけれども、良L 噴出吏いはで

すね、「大丈夫、大丈夫Jといって育てますO 一方「悪い魔法使t~J は何をするのかというと、「本

当のことを言うJような気がします。本当のことというのは、一瞬先に地震が起こるかもしれ

ないとか、そっちのほうが本当だろうと思うのですが、そんなことを考えていては恐くて生きら

れません。したがって人間は、「大丈夫、大丈夫Jと言って育てられていくのだろうと思います。

ところがその基本的信頼感というものに傷がついた、あるいは流されてしまったというのが今回

の震災の大きな特徴だろうと思います。

私が今思いますのは、この地震によって、(心と t~ う分野においてですが)人間として生きる

というのはどういうことかということを考えねばならないような事態が引き起こされたと考えて

おります。ちょっとラフな絵で申し訳ございませんが、この図のような亀裂が起きます。たとえ

ばこれがコンクリートだとしますと、底の部分まで、掘って、もう一国詰め直すと思うんです。心
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も同様で、してにれを退行といいます)、修復する時には少し発達の前の段階に戻りまして、発

達の下の段階ですね、心の奥の層からもう一度積み直すという、少し時聞はかかりますけれども、

そうした修復作用を行うのが心のシステムということになります。

次に 12.Iむのケアjについて申し上げたいと思います。まず「人間jに対する疫応、にについ

て説明します。心のケアというのは、様々なt支法等がございますので、今回はそれについて、個
別の技法については申し上げません。で、今日は、私の考えるベーシックな、共通の考え方、こ

れが重要だということを申し上げたいと思います。私は、相手が人関だということを非常に重用

視したケアが必要だと思っているのです。それは具体的には3つありまして、題

こと。多議性に醤意すること。関係性によってつながることという 3つのことを提言したいと

思います。これは人間が、物とは、人工物とは遣うということが重要だと考えるからです。

まず、 11 )畠日間復力jといいますのは、各個人のもつ自己回復力を活かすために寄り添う
ということで、つまり、「治寵Jでは本いのですね。被災していない人間が、被災しているかわ

しミそうな入簡を助けるとし寸発想ではございません。今回、夜接被災していない人間も必ず傷を

負っておりまして、ある意味、誰しもが被災して心が傷ついております。そういう意味で、傷つ

いた人が傷ついた人を助けるとし寸発想です。ボランティアは、なかなか難しいのですが、

ということを絶えず、考える必要がございます。今、一生懸命に行ってくださるのはいいの

ですが、そのために向こうの方がとても困っておられるということが発生する場合がございます。

これは、ボランティアというのは誰のためにやっているのかと自問する姿勢というのを失ってし

まいますと、かえって迷惑ということになってしまうのです。

次に、陪)多機性jなんですけれども、人間というのは個々人全て顔、が遣いますように全て

の心も遣うという多様性を持っております。全員連います。 2人として同じ方はおられません。

そのために館入議、人は皆遣うということをよく念頭におきながら対応する必要がございます。

それから、時期選と書いていますが、災害ハネムーン期…何か嫌な言葉ですけれども、災害のあ

とはみんなが、わーわーと言いますが、それから以降、どんどん忘れていきます。むしろその時

にしっかり対応することが必要だというように思います。それから特に今回の場合の「差Jです

けれども、マラソンで、よく市民マラソン等、スタートは一緒ですけれども、あとずらっと長く

線が延びます。それと同様に、今回は被災者の方の状況が千差万別になってくる可能性がござい

ますので、そういったことに注意する必要がございまして、マニュアんという物が、作れないとい

うのが非常に難しいところです。

13)関係性jと書いていますのは深い次元でのつながり。入と人の心というのは、これもラ

フな絵で申し訳ございませんが、上の山が2つございますが、 Aさんの心と Bさんの心という

ように考えて下さい。上の方ではもちろん、遣う他人ですけれども、人のこころでは底ではつな

がっている。これはユングが普遍的無意識と呼びましたけれども、実はつながっていますので、

わたしたちこの京都にいる人間も、決して被災していないわけではなく、同じように心が傷つい
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でございます。そういう意味でそのつながりの中でケアをしていくということが非常に重要かと

t )うように思います。

「調査やアンケートの危険性jと書いていますがこれは、「被災しなかった人間Jが「被災した

かわいそうな人jに調査をするとし寸手法をとりますと、非常に大きな傷をつけます。前はディ

ブリーフィングといいまして、絵を描かすのが良いといわれたことがあったのですけれども、安

全な守りのある中で描かせるということが必要で、無理矢理ということは決してやってはいけな

い。それから、同議、くことjというのはボランティアの方がよく「聴くことなら私にもできますj

と言われるのですけれども、実は聴くことは非常に難しく、こうした多様性とか、そういったこ

とのトレーニングを受けていないとかえって、ヲ|き出すだけで傷つけるということがございます。

私は、専門家というの拡臨界を知っている人だというふうに捉えておりますので、そういった点、

に留意をしながらやる。それから高齢売していける入。一回ちょっと行って終わりというのはかえっ

て人を傷つけますので、そういったことも留意しながらやる必要がございます。それから

というのも非常に必要でして、今これから支援者の二次的なトラウマが出てくる

可能性が高くなっております。

今、私どもでは、臨床心理士会を中心として東日本大震災支援センターというのを立ち上げま

して活動を行っておりますとともに、京都大学でも、「こころの支援室Jというのを立ち上げて、

こういった活動を展開しております。

r .今私たちができること、 ことjなんですけれども、津波の映像ですね、ひたひ

たと波が迫っている映像を何度か見られたことがあると思いますけれども、あれはまさに「死j

ではないかと思います。文字通りの死ですね。「どうして若い入が生き残らずに高齢者が生き残っ

たのだjというような感想をもらす人がございますけれども、私が思いますのに、「死Jという

のは非常に平等だと思います。別にお金持ちだからやめておこうとか、そういうことはなくて、

一斉に同じように、「死の離の平等jがあったと思います。しかし、それゆえに生き残った人間

は非常に個別性が高い。つまり、舗としてみんなが生きているように思うのです。

こjとt)う言葉をお開きになられた方がいらっしゃるかもしれませんが、釜石における伝承で、

3歳のお孫さんを、おじいちゃんが見ないで、さっさと逃げたという話です。それはどういうこと

かというと、津波とt)う状況の中では、たとえ家族という終であろうとも、それを切ってまで、

それぞれが個々として自分のことを自分でひきうけて行動すべしということです。つまり、

きるjということは非常に館別姓が高いと私は思います。圧倒的な、地球という揺れの中では、

人間なんてほんとうにちっぽけな存在で、すが、しかし、だからこそですが、一人一人の人間の倍

加性というのが生きている限り非常に重要で、あろう。だからこそですね、今回の地震では、自の

前で人が死んでいく、それを助けられなかった自分は生き延びたということがとても辛いという

方がたくさんいらっしゃるのですけれども、それでもというか、だからこそ、生き抜いていくべ

きだというふうに私は思います。大変なことですけれども、「生きるJということはそういうこ
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とではないか。あるいは支援に関しましでも私は、一人一人ができることをするということが最

も重要で、はないかと思っております。別に現地に行かなくても良いと思いますし、何でも良いと

思うのですね。それぞれ一人一人がする。そういう個別姓が重要だというふうに思っています。

安全と安心ということに関しましては、先ほど申しましたように、「大丈夫jということが全

然生きませんでした。大丈夫で、はありませんでした。それから、科学はこういった「大丈夫Jを

根拠づけるためにエビデンスを積み重ねてきたと思いますが、それが f想定外Jでございまし

た。「なぜ著ムの子どもが死んだのかjと、交通事故等何かで自分の子どもが死んだ持、母親が問

う。その関いにどう答えるのか。「これは運命だったjと言ってしまっても何も救われません。

人聞はそれでは納得できない。かつ、「頭蓋骨骨折で」というのは、 HOWで答えただけですので、

たとえそれがヱビデンスによる説明だとしても、それで納得したりはしない。私たちが受けたこ

とを、どう受け止めて行くのかということが、今後の私たちに課せられた非常に重要な課題では

ないかという風に考えております。

京都大学総震研究所・センターシンポジウム

東日本大震災を考える

震災による1むの犠っきとそのケア

• A講体験
思い出したくないのにいやなことをj思い出す

こわい喜多を毘て怨が霊さめる

。g過覚護
体験、i二務透する篠党iことても敏慾である
災警に総連するこユースなどがとてもこわい

またj穏じようなことがおこるのではないかと心配である

。c蘇鐸、解離、自避
そのときのことが思い出せない

ボーっとして僚も手に付かない

知らず知らずのうちに災容に鎖わることを避けている
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1 )災害そのものによるストレス(トラウマ&.応)

2)災害によって大窃な人やもの、場所、思い出
などを失ったことによるストレス(喪失反応〉

3)被災後の呂常生活の変化、不自

将来への不安などが継続することによるスト
レス(自常生活上のストレス&.応)
杉村翁章子、 永E員謬、E話t議室雪{毒装)子トラウマとPTSOの心1嬰;是認IJ)l'iIi'際制圧
2009より

トラウマ反応の特徴

A 身体的かつ無意識である
コントローんできないフラッシュパックなど。

自分の状慾!こ自分では気づきにくい。

8 トラウマとなる要因は人によって、状況によって、
異なり、その反応、の謹類も大きさも、人によって
さまざまに翼なる。

C 子どものトラウマ反応
幼児期から少年期前線にかけて「退行

少年期中期から怒春期前期にかけて一行動化

ex.とても慈;還してはしゃぎまわる

いらいらして人やものにあたる

思春期以降では成人と狗様、抑うつ a身体化など。



e トラウマ反応は、災害後に多くの人が体験する
ごくノーマjしな反応

(むしろ、それがまったく出てこない方が心艶。
特i二子どもの場合)

e しかし、トラウマ反応、がさらなるストレスを生

み、葱錯環が態定されると

fPTSDJ →治療、カウンセリングを必饗とする

Post-Traumatic Stress Disorder(外協後ストレス障害)

3)線続するストレス反応、

@巨常的なストレス

1.倍常生活の変色避難所の生活借家族関慌の
変化・経済状態の変牝など

2.災警に対する誹語、中傷、 j誌評被害など

3‘過剰な報道活動

体調不良。気力がない。8分はだめな人間だと思う。いらい
らして人や物にあたる。どうでもよいことに熱中する。おj惑の
援がt替えたり、不必要なものを賢い込んだりする。など。

1 )患己回復

@各人のもつ、 f島三部援力jを活かすために寄

り添う。

「被災していない人摘が、被災している“かわいそう
な"人簡を助けるjのではない。

「治療jとのちがい

ボランチィアはf誰のためjか
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2)喪失反応

喪失反応のプロセス

吾認(そんなはずはない)

→怒り(他者に対する怒り<攻撃>・i32.1こ対する怒りく底資>)

→絶望(掬うつ、身体化〉

→喪の仕事(失った対象を心のやにさ肋吋作業〉

四咋受け入れ(心の中の対象とともにさ主きてゆこうとする)

この反ttも、長期に持続する場合には、専門家
の助けを積りる必要が島る。

トレス反応、の様相
@心象j乱景人のこころと忍緩急裂、がれきの数苦L

・表現の多様性協み、t苦しみを比率支することはできない
治 自己間接jこ向けて病むこと、総むことはむしろ正惨な反応である

• s長持大震災との違い土台の露出
i也長室性

@原発率故制本約不安(自にみえない放射斡をともえよう

終絞していること

安心とまE会が鋒られないこと(“だいじようぶ"ではない)
氷の災いと火のi).iい 人災であること
原発と;こころ

巨き喜男性の3笑芸員

2. Iらのケア

• r人関JIこ対する対応

幻自己回議力を活かす

2)多襟性に留意する

3)関{系憶によってfつながるj

2)多捺性

{国人惹人はみな違う

時期差 f災害ハネムーン鶏jのあと

地域葉 地域を移ることのむずかしさ

特iこ今屈の場合のf差j

「マニュア}[...Jでの対処不能



3)関様性

e r}菜いJ次元でのつながり

e r調査jやfアンケートJの危険性
“むりやり"絵を寄かせたりしてはいけない

e r聴くjこと
専門家→限界を知っている人

@支援者へのケアの必要性

日

http://www.ajcp.info/jpsc/ 
日本臨床心理士会・fヨ本心淫臨床学会・B:1ド臨床心理士
資格認定協会・日本臨床心理念養成大学院協議会

2)安全と安Iむ~原発事故をうけて~

“だいじようぶ"と"Evidence"を越えるには?

“だいじようぶ"ではなかった

“想定外"のことがおこった

fなぜ私の子どもが死んだのか」という潤いに

どうこたえるのか
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3 今わたしたちができること

1 ) r死jと「生J"'"津波をうiすて~
死の言Ijのf平等性jと生の円自完1]'投j

f津波てんでんこj
受石における伝承

1896年明治三陵地震のときの教書11

議石市立釜石東中学校では、「各自が自主避難J
参考文露支

山下Y:s号翠波てんでんこー近代臼本のよ撃波51:)1務8;転出絞殺 2008

「一人…人ができることをするJ


